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当科における甲状腺手術
症例の検討（再発症例に
ついて）
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
蒲　伸泰，若山仁久，池田　拓，後藤一貴， 
中島逸男，平林秀樹，春名眞一
【目的】当科にて甲状腺手術を行った 352症例
についての検討
【対象・方法】今回我々は，平成 11年 1月か
ら平成 20年 12月までの 10年間に当科で甲状腺
疾患の診断で手術を行った 352症例について検
討を行った．男性 90名　女性 262名であった．
平均年齢は 52.2歳だった．
【結果】甲状腺腫瘍は良悪性ともに女性に多く
認められた．悪性腫瘍の再発は 11症例であっ
た．リンパ節転移・被膜外浸潤のある症例の再
発は高率であった．再発症例 11名のうち 2名で
Tall Cell Variant が認められた．
【考察】Tall Cell Variant は，1964年 Harzardに
よって初めて報告された．甲状腺 乳頭癌の中
で，高さが幅に比べて長い丈のある高円柱状の
細胞変異を言う．高齢者に多く，より急務な臨
床経過をたどり遠隔転移の頻度が高いと言わ
れている．今回我々が経験した再発症例中にも
2症例で Tall Cell Variantが認められた．甲状腺
癌の予後を推察する上で，指標の 1つとなり得
ると思われた．
【結語】平成 11年から平成 20年までの 10年
間に，当科で手術を行った甲状腺腫瘍 352症例
について検討を行った．甲状腺腫瘍は，良悪性
ともに女性に多く認められた．リンパ節転移・
被膜外浸潤のある症例の再発率は高率であっ
た．悪性腫瘍の再発は 11症例であった．2名で
Tall Cell Variantが認められた．（2009/12/2現在）
甲状腺髄様癌に血圧正常
の褐色細胞腫を合併し，
家族歴をみとめず本人が初発
と考えられる multiple endocrine 
neoplasia type2Aの一例
内科学（内分泌代謝）
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富澤敦子，青木千枝，加瀬浩之，黒田久元， 
服部良之，笠井貴久男
【症例】50歳女性．検診にて CEA高値を指摘
され当院消化器内科を受診．腹部 CTで右副腎
偶発腫を認め，褐色細胞腫（P）の可能性が疑
われたが高血圧は認めなかった．カルシトニン
は著明な高値を認めたが，INT-PTHは正常値で
血中 Ca，IPも正常値であった．
【経過】甲状腺エコーで単発の右甲状腺腫を認
め，穿刺吸引細胞診で classⅤ，甲状腺髄様癌
（M）の診断を得たが，副甲状腺腫は認めなかっ
た．また 131I-MIBGシンチグラムでは右副腎に
異常集積を認め，甲状腺右葉にもMに合致する
異常集積を認めた．尿中メタネフリン・ノルメ
タネフリンともに軽度高値を認めたが 24時間
血圧計でも正常血圧であった．本人，家族の希
望による遺伝子検査では RET遺伝子変異を認
めた．H21年 7月当院泌尿器科にて右副腎腫瘍
摘出術施行し病理組織診断で Pの診断であっ
た．H21年 9月当院耳鼻咽喉科にて甲状腺全摘
術施行し，Mの病理組織診断あった．術後 CEA
低下，カルシトニンは正常化した．
【考察】遺伝型のMでは両側性に腫瘍が多発
するが，本症例では単発性であった．また RET
遺伝子変異を認めているが長男も RET遺伝子
変異を認め，長女においてはMおよび Pを認
め，加療中である．本症例の父親は 70歳代で脳
卒中により他界しており，母親は 82歳で健在で
ある．その他家族歴を認めていないことから，
本症例が初発のMEN2Aである可能性が考えら
れた．
【結語】我々は，副腎偶発腫で発見され，本症
例が初発の可能性があるMEN2Aの稀な一例を
経験したため報告した．
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